














主張 しない ことが主張的なふるまいとなることの意味 ～
濱 崎 裕 美
1.は じめに
本研究においては、生後1年 目後半の乳児と母





























































す るコ ミュニケー ションモデルが広 く受 け入れ ら
れたの も 「相手 に伝 え られること」が そこにお い
て重要である と暗に認識 されて いるためで もあろ
う。 このよ うな背景 を もちつつ、乳児の非言語的
発 話や各種行動様式 の分類(大 浜他、1979;斉 藤
他 、1981)、 伝 達行動 の獲 得過 程 の検 証(ex:
Bruner,1976;秦 野,1983,1984)や あ る いは近
年 注 目される共 同注視 につ いてあ る特 定の認知 メ
カ ニ ズムを想 定 す る議 論(Butterworth,1991;
1995)、 さらには 「心 の理論」 の基 礎 的行動 と位
置 づけ、特定 の認知機構 や共 同注意 スキルの発達
とい う乳児 の能力性 に拠 った説 明を行 う流 れがあ
る(Tomasello,1995;Baron-Cohen,1995a,1995
b)。 ここで は想定 され る伝達 行動 の獲 得過 程 の
説 明、 あるいは到達程度 の追究 が主眼 とされてい
る。 その点 で広 く一般 に適用可能 な発達的説 明を
与 える一方 で、 いわば 「誰 か らみて も主張 的な」
行動 に限局 しての議論 に とどま っていると も言 え
るだろう。
また、 こう した研究 では周囲他者 の関与 の重要
性か ら母親 との コ ミュニケー ション場面が採用 さ
れ るのもしば しばであるが、 しか しその多 くにお
いて母親は単 に背景的 な取 り上 げ方か乳児 の反応
を引 き出す"刺 激"に 終始 してお りさほど重要視
されて いる とは言 い難 い(鯨 岡、1987)。 その結
果 、折角対他性 を考慮 しようと して も、 いっ ・ど
の ように要求 や拒否 と して捉え られ るふ るまいが
でて くるのか、"で きる"の か、 とい った個体 還
元 的な能力発達観 を背景 と した乳児への議論が展
開 されてい るよ うに思わ れる。無籐(2000)は ○
○"で きる"こ ととそれ によって何を"す る"か
は別である と論 じて いるが、研究者側が想 定す る
自己主張的 なふるまいの有無、到達の程度 といっ
た もの は"で きる"と 称 され るような ものを取 り
上 げているだろ う。
一方、 こ こでいう"す る"こ とは行為主体 であ
る当事者 に迫 る ものであ り、個 々の発達 の様相 を
表 す もので あるように思われ る。
本研究 においては、 こち らの"す る"と いう個々
にっいて焦点 を当てた いと考 え る。 したが って必
要 なの は、実 際におのおのの母子 関係 にお いて彼
らが どのよ うな コ ミュニケー ションを行 ってい る
のか とい う具体 的事実 か らの出発 であ るだ ろう。
② 母親 に読 み込 まれる自己主張的行動
初期母子関係 はよ く"非 対称"と 表現 され る。
乳児 に周囲他者 との関係 を円滑 に促す生得 的能力
が存在 する とされ る一方 で(Bower,1979;Bra-
zelton,1982)、 母 親の側に もあ る特 別な感受性 が
備 わ っているとい う仮定 の下、母親が状況 や乳児
の状態 を積極的 に読 み取 り、 それ に応 じて"適 切
な"養 育行動を とる姿勢や構えを称 して直観的育
児、傾倒的育児 〔maternalpreoccupation〕 と し
た り(ex:足 立 ら、1985;Papousek&Papou-
sek,1992)、 母親 の代弁行為 の分 類 や縦 断的 な発
達的変化 を検討 した研究(ex:岡 本、1999;岡
本他 、2001、2002)が 蓄 積 され て い る。 ま た
Adamsonは かっ て、言語 もな く身体 的 に も非 力
な乳児なのに母親 との間で コ ミュニケー シ ョンが
対等に成 立 してい るようにみえ るのは何 故か?と
いう問 い立てか ら、母 親の発話 や行動特 徴の分析
を経 て母親 の側 に コ ミュニケー シ ョンにお ける補
完機 能の存在 を示 唆 した。 こうした研究 は、母親
の働 きが支 え る乳 児 との コ ミュニケー シ ョンとい
う図式に拠 り発達過程 を考察 しよ うとしてい る点
は興 味深 い。
一方 で、 ここでい う"非 対称"と い う言葉 を考
えてみ ると、 そ こで乳児 において次第 に洗練 され
ゆ くと想定 され るコ ミュニケー ションとは相手 で
あ る母親 と同様 のそれが行 え るとい ったよ うな対
称性 が潜在的 に前提 とされているよ うな印象 を受
け る。 このよ うに非対称か ら対称的 な ところへ至
る とするプ ロセスにおいては、結局 の ところ"で
きる"よ うにな ってい く、獲得 のプロセスを追 う
ことに終始 して しま うだろ う。加え て実際 のと こ
ろ、母親 は子 ど もに対 して常 に"補 完 機能"が よ
く発揮 されるのか?そ うした支持的 なか かわ りが
子 ど もの発達 にとって常 に有益な ものであるのか、
とい う疑問 も残 る。























































































































歩行開始期の9.5ヵ月か ら14ヵ 月齢の子 ども6















乳児(女 児:月 齢は観察開始時)と その母親。
②手続 き
週2回 ・1ヶ 月前後/計10回 の短期縦断的な観
察を実施。 各回毎に20-30分 の遊 び場面をDV





























ここでは特 にMY女 親子1組 につ いて の分 析
を提示 する。MY女 親 子 の選 定 は、 対 象母子 中
もっと も"コ ミュニケー ションらしさ"を 有 して
お り、 そのため一見 して 円滑 なコ ミュニケーシ ョ
ン場面 とみ えていたが、明確 な情動表 出とはまた
違 う様相で の自己主張的行動 を伴 うや りと りの記
述が見込 めた ことによる。以下具体的 にエ ピソー
ドを提示 し考察 して い く。
(1)喜 びや楽 しみの共有;素 直 に応ずるMY
MY女 親子 にお いて 当初 特徴 的 で あ った母 親
の催促 ・提案 に従順 に応 じ、 それ によ り喜 びを見
出す形での やりとりである。 ここでは"～ して?"
という促 しによ く応 じて いる もの を示す。
この対象組 を特徴づ けているコ ミュニケーシ ョ
ン形態の1っ で ある。母親 の 「もって きて?」 を
は じめ と した種 々の働 きかけ は、MYへ の催 促
や促 しが大 半 を 占め て いる。MYは といえ ば正





おおきくあけて戻って くるMYを みて、「MYこ れ
ももってきて?あ そこいっちゃったから。」 とさら
に窓際のボールを指すM。 同様に楽 しげに応 じる
MY。(中 略)ボ ールを受け取ったMが また 「はい
はい。ぽ一ん」とMYの 方にボールを投げる。 落
ちたボールをみてMを みたMYに 「MYも ってき
て!」 と笑顔で頼むM。 こうしたボールのやりと
りがしばらく続 く。〔第2回 観察〕




どもあわせて入 るものは 「はいMY、 これ もはい










いて笑 うMY。 〔第6回 観察〕
にそれに応ずるという事がくり返され、一緒 に笑っ




あえずのっているような時 も割 と多 くあった。
② 穏 やかなせめぎあい
それに対 し"～ して?"な どの催促 に応 じずに
かかわ って い る形 と して興 味 深 か ったのがepi-
sode3・4な どの形 態である。
episo(to3.そ ら ナよ づな、 ご まか ナよ づな
2人 で ス トレ ッチ ボ ー ル をバ ンバ ンた たいて い たが、
不 意 にMが ス トレ ッチ ボ ー ル を 部 屋 の は し に転 が
して 「あ!い っち ゃ った。 も っ て き て?MYも っ
て きて」 と喚起 す る。 ボー ルが転 が ってい くの を じっ
とみ て い るMYだ った が、 唐 突 に 歩 き 出 す と、M
の も とに はい か な い で遊 ん で い る。 「こな いよ 一 もっ
て きて 一?…Mこ な い よ う」 とい うと、再 度 「と っ
て きて 一?」 とそ の場 か ら声 を か け るM。 そ の場
で立 った ま まMと ス トレ ッチ ボ ー ル、それ か ら元 々
手 に持 って い た空 気 入 れ を押 して 「ブ ー」 と い う音
を だ す と、Mを ぱ っ とみ る。 た て つ づ け に ブ ヒ ブ
ヒ と空 気 入 れ を押 して音 を だす につ れ 楽 し くな って
き た様 子 で 「ン ・ン」 と声 もで る。 そ の 様 子 にM
が 「ブー ブー」 と同調 しっ つ も、 再 々度 「Mも っ
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てきて?ボ ール」とはっきりした口調でいう。「もっ




めたようにMも 空気入れをプシュ、 プシュとお し
はじめる。いっしょになっていじりはじめるMY。
〔第7回 観察〕









に(応 じない)、 自分の興味 あ る もの を あてが っ
た り、全 く別 のふるまいによ って逸 らす とい った
ふ るまいが頻 出 したのが非常 に特徴 的であ った。
episode4.衛 い τぱ い τ る …
観 察 の 部 屋 か らで て い く こ と も しば しば のM、 通
た び に カ メ ラ 目線 で ニ カ ッ と笑 う。 そ う した事 情 も
含 め、Mは 「MY-、MY-。 そ れ じゃ これ ナ イ ナ
イ しち ゃ う よ 一。 ナ イ ナ イ ー。 … もういい のね 一?」
とい いな が らお もち ゃの 音 を た て て み せ る。 隣 の部
屋 か ら一 瞬 きに な っ た の か様 子 を うか が うよ うに し
て、 入 り 口付 近 ま で歩 い て い くと お もち ゃ を じ一 っ







Yの 呼びかけをそれなりに聴 いて受け取 りつっ
も、それか ら見極めて"～ しない謄 と言 っている
かのようなそっけなさが生 じてくるようになった。





提示 した対象組においては母親Yか らの 「～
して?」 「～ しよう?」 とい った誘いや促 しなど
の意図に、基本的 によ く応 じるMY女 、 という
特徴的なコ ミュニケーションに留意 し、回を重ね
る中、MY児 が時折みせ る 〔しない〕 というふ
るまいに焦点化 して分析を行 ってきた。
全般的な傾向として、母親の誘いかけや促 しに応

































は(い わば不特定の誰かに対 して)自 己の意図や
意思を広 く表出 ・伝達で きる行為 として考えられ













































































































れを記述 させてもらうならば即 ち、子 どものある
ふるまいはいかようにも解釈可能であるところ、
親をはじめとす る周囲の大人たちによる意味づけ
は(結 果として)そ の可能性を縮減 しているので
はないかという話である。言い換えると多様な解
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